
安井鍼灸整骨院 NEWS VOL.８０(５月) 

こんにちは。安井鍼灸整骨院です。今回は、脂肪種と粉瘤についてです。 

脂肪腫とは？ 
脂肪腫はその病名からも解るように脂肪細胞の良性腫瘍で、症状としては少し弾力のある柔らかいしこりを皮膚

の下に触れる状態です。通常傷みは伴いません。表面は通常の肌の色です。ゆっくりとですが大きくなる傾向が

あり、下に骨がある固い部分（おでこなど）にできると盛り上がってくるので、「こぶ」と表現されることもあり

ます。体質的に脂肪腫ができやすい人もいて、体中にたくさんできてくることもあります。 

 

脂肪腫は、下の図のように皮下脂肪の深さで、被膜に覆われた状態で存在します。その表面を覆っている表皮と

真皮には異常がなく、通常の肌の色です。腫瘍細胞は、周囲組織と被膜によって分けられているので、表面から

指で触ると可動性があります。 

 

治療方法 

良性腫瘍ですので、内臓に転移して命にかかわるようなことはありません。したがって、治療しないで放置して

もよいのですが、徐々に大きく目立つようになります。また、場所によっては圧迫を受けた時に痛みを生じるよ

うになることもあります。あまり大きくなってから治療すると、手術の傷痕が目立ってしまったり、手術に伴う

リスクが大きくなりますので、ある程度の大きさに達したものは治療したほうが良いでしょう。 

再発しないように完全に治すためには腫瘍細胞を残さず摘出する必要があります。その方法として、一般的には

手術が行われます。大きな脂肪腫に対しては、傷を小さくする目的で脂肪吸引が行われる場合もありますが、取

り残しを生じやすいことや、健康保険の適応が無いことから一般的ではありません。 



粉瘤とは？ 
もっとも一般的に認められる皮膚良性腫瘍の一種です。原因ははっきりしていませんが、誰にでもできる可能性

のあるもので、特別めずらしいものではありません。耳の裏側や背中にたくさんできてくる場合もあります。下

の図に示すように、表皮に連続した嚢腫(のうしゅ；周囲に壁のある袋状の構造）を形成しています。嚢腫の壁は

表皮と同じ細胞からなり、嚢腫の内容物はどろどろとした角質からなります。嚢腫の頂点に毛孔（毛穴）の残存

を認め、圧迫すると悪臭のある内容物を排出することがあります。 

 

放置するとどうなる？ 

徐々に大きく成長します。場所によっては鶏卵大や、まれに赤ちゃんの頭ほどの大きさになる場合もあります。

大きくなってから切除しようとすると傷痕が目立ってしまいますので、ある程度の大きさに達した時点で切除し

てしまった方が良いでしょう。また、嚢腫内に細菌感染を起こしたり、圧迫により嚢腫の壁が破れたりした時に、

急に大きく腫れて痛みを生じることがあります。このような状態を炎症性粉瘤（または化膿性粉瘤）と呼びます

が、時として大変強い痛みを伴います。痛くなってからでは、後に述べるように膿を出して一時しのぎをするだ

けになりますので、そのような状態になる前にやはり切除してしまった方が良いでしょう。 

治療法 

痛みを伴わない時 

粉瘤を完治させるためには、嚢腫壁を取り残しが無いよう完全に（手術にて）摘出する必要があります。 

痛みがある時（炎症性粉瘤） 

細菌感染を生じていますので、抗生物質や消炎鎮痛剤の飲み薬で炎症を抑えます。膿が溜まって痛みが激しい場

合には、メスで切込みを入れて溜まっている膿を排出します（切開排膿処置）。このような処置で腫れや痛みはお

さまりますが、嚢腫壁が残ってしまうとやがて再発してきます。再発した時には、また炎症を生じて痛くなる前

に手術で嚢腫壁を摘出する必要があります。 

しこりに気づいたら 

 皮下のしこりに気づいても痛みなどの症状もないことから病院を受診されない方も多いと思いますが、時に悪

性のこともあり、脂肪腫でないこともあります。自分で判断せずに病院を受診して専門家の診察を受けてくださ

い。 

安井鍼灸整骨院 ０７８－９９５―９４６１ 新患の方は、来院前に予約の御協力をお願いします。 

9：00～12：00 16：00～21：00(月～金) ８：３０～13：00 16：00～20：00(土) 

駐車場正面に２台 キッズスペースあり 夜２０：３０まで受付 詳しくは HP をご覧ください。 

兵庫県明石市大久保町大窪１９２１番地の１クレージュ山手１０１号(カラオケまねきねこ横) 


